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「ほめ」は「圧」

筆者は、どちらかというとよく学生をほめるほうだ
ただ、 10 年ほど前、講義の後のちょっとした流れで学生に怒られたことがある。
それが本章のタイトルでもある「先生、どうか皆の前でほめないで下さい」だった。
ほかにも、皆の前でほめた後、急に発言量が減った学生もいた。これはどういう心理
なのか？

１つ目は、自分に自信がないこととのギャップだ。 現在の大学生の多くは、自己肯定
感が低く、いわゆる能力の面において基本的に自分はダメだと思っている。その心理状
態のまま人前でほめられることは、ダメな自分に対する大きなプレッシャーにつながる。
つまり、ほめられることはそのまま自分への「圧」となるのだ。この「ほめ」＝「圧」とい
う図式は、いい子症候群の大きな特徴なのでぜひ覚えておいてほしい。

２つ目は、ほめられた直後に、それを聞いた他人の中の自分像が変化したり、目立つこ
とに対する抵抗感は絶大だ。 それでもなお、人前でほめられ続けるとどんな気持ちにな
るかと複数の学生に尋ねたところ、「ひたすら帰りたくなる」そうだ。
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公正な分配とは？
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2000年全国調査 2020年複数大学調査

現在の大学生の半数は、単純な一律分配が最も公正だと考えている（競争が嫌い）

2000年アメリカ大学生
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ゆとり教育

「主体的な経験や体験を重視し、自ら学び考える力を養う」

「他者と歩調を合わせ、力を合わせてともに課題を乗り越える」

↓
個の主体的な行為を発揮することは、「一体感を持って」「家族のように」課題を乗り越えよう、
という感情的な機運を乱し、出し抜くことになる。
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若者が変化を好まず、挑戦を避け、守り一辺倒の内向き志向となっているのは、若者が育っ
てきた日本社会がそうだからだ。

挑戦や変化が成長につながらず、チャレンジしても得られるものがないと若者が思っているの
は、大人がそう見せつけてきたからだ。

自分が出来もしないし、やりもしないことを、若者に押し付けるなんて搾取以外の何物でもな
い。

本書の提言は１つ。 大人のあなたがやるべきだ。まずはあなたが挑戦するべきだ。 あなた
が挑戦し、失敗し、そして復活するところを堂々と見せるべきだ。
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